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「地域包括ケアシステム推進部の役割」
公益社団法人　新潟県理学療法士会

地域包括ケアシステム推進部　部長　大　野　智　也　

2017年４月より、社会・職能局における地域包括ケアシステム推進部では、佐藤会長
のもと、「見える化」と「双方的なシステムの構築」を掲げて活動して参りました。

この間、地域包括関連を取り巻く環境は日々目まぐるしく変化し、新潟県下では猶予
期間であった市町村事業（新しい介護予防・日常生活支援総合事業）の移行が急ピッチ

に進み、県の積極的なサポートのもと、介護予防のための地域ケア個別会議のモデル事業が展開され始めました。
またこれを機に、各市町村からのリハビリテーション職種への問い合わせも増え、地域リハビリテーションの窓口
である「新潟県リハビリテーション専門職協議（理学、作業、言語聴覚士会）」との連携にて、市町村との対応に
追われる日々となりました。しかし、県士会としての「見える化」や「双方的なシステムの構築」が後手に回り、
情報の公開や会員の皆様への広報体制においては、至らぬ点が多かったと猛省しております。

その後も、2018年度に新潟県が策定した第７次地域保健医療計画では、保健医療政策の充実や在宅医療に係る医
療連携体制の構築において、脳卒中や心血管疾患と並び、介護予防や地域リハビリテーション支援、難病医療ネッ
トワークといった地域包括ケアシステムに関わる領域においても「リハビリテーション」という言葉が躍り、昨年
10月からは県の介護予防活動普及展開事業に関わる委託事業を実施するための「新潟県地域包括ケア支援専門職協
議会（理学、作業、言語聴覚士会+薬剤師会、栄養士会、歯科衛生士会）」も発足、益々地域における「リハビリ
テーション専門職」への期待と責務が大きなものとなってきております。

今年度も、地域包括ケアシステム推進部では、地域における理学療法士の研修として、地域ケア会議・介護予防
推進リーダーの導入研修や、介護予防の専門研修（実技研修）を開催致します。合わせて、新潟県との協働作業に
よる介護予防活動普及展開事業の一環として、各種研修会や会議を実質的に企画運営致します。昨年度は地域ケア
個別会議のための手引を作成致しました。会員の皆様より問い合わせの多かった、地域ケア個別会議の一助となれ
ば幸いです。

今後は「地域に出たい」と熱望する会員の皆様が、プロボノ活動（自分の専門知識やスキルを活かしておこなう
社会貢献活動）としてだけではなく、業務の一環として地域で活動できるような環境の整備（具体的には、ブロッ
ク事業での広域的な活動や、管理者ネットワークを活用した他部局との連動）が可能となるようなお手伝いも行わ
なければと思っております。

今後とも地域包括に関連するご意見、ご質問などございましたら、遠慮なく県士会HPよりお問い合わせ下さい。
部局員一同、会員の皆様のために全力で対応させて頂きます。
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ツクイ長岡喜多町営業所
株式会社ツクイは1983年訪問入浴サービスからスタートしました。お客様のニーズに合わせて様々な介護

サービスを提供しています。現在、デイサービスでは全国に512事業所を展開し、新潟県内では34事業所で

展開しています。地域に根付いた真心のこもったサービスを提供し、誠意ある行動で責任をもって、お客様

と社会に貢献することを経営方針に日々取り組んでいます。

充実したより質の高い機能訓練を実施すべく、専門職を配置することを目指し、ツクイ長岡喜多町営業所

では管理者兼理学療法士と作業療法士１名を配置しています。また、３名の看護職員も機能訓練に携わって

います。ツクイの目指す機能訓練は、生活機能の維持・向上を目標に、お客様の在宅での生活や生きがいを

支援することです。そのため、個別の機能訓練に力を入れています。ご自宅での生活を把握するため家屋評

価を行い、５項目の体力測定を行った結果から、デイサービスにおいて自宅の環境を設定し、実践的なプロ

グラムを反復練習します。

また、入院前の利用者様に対しては退院前のカンファレンスに参加させていただき、病院のセラピストと

直接話すことにより退院後の目標をデイサービスでどのように継続してやっていくかなどより具体的なプロ

グラムや目標設定が可能になります。医療との連携により在宅サービスとしてより質の高いサービスが提供

できると考えております。

職場紹介１

看護リハビリ新潟保健医療専門学校

各種車椅子・座位保持装置・ベッド・コミュニケーションエイド
福祉機器・介護用品・介護保険レンタル・住宅改修

㈱ Ｇ・Ｔ・Ｂ (オーエックス新越）

〒956-0017 新潟県新潟市秋葉区あおば通2-28-27
TEL 0250-25-2626  FAX 0250-25-7710

http://www.gtb-niigata.jp
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職場紹介２

医療法人愛仁会　亀田第一病院
　当院は昭和42年、旧亀田町に渡辺病院として開院し、昭和57年に現在の亀田第一病院に改称しました。開

院50周年を迎えた平成29年には大規模な増築工事を行い、リハビリテーション室も新設拡張しました。場所

は新潟市のほぼ中央で、亀田駅から徒歩６分のところに位置しています。ベッド数は一般病床156床、地域

包括ケア病棟41床の計197床です。診療科は整形外科、内科、リウマチ科、産婦人科など19の科を有し、特

に整形外科では脊椎外科センター、股関節センターが独立し、より精度の高い診療、手術が提供できるよう

力を入れています。また小児の股関節診断にも力を入れており、先天性股関節脱臼の小児に対して早期診断、

早期治療を行っています。

　リハビリスタッフはこの４月から新卒者（PT１名、OT１名）が入職し、PT17名、OT７名、ST３名の

計27名が在籍しております。当院では主に整形外科疾患の患者様を対象に、術後急性期から外来での保存療

法まで幅広くリハビリを行っています。また多くのスタッフが運動にも力を入れており、フットサルや野球、

バスケットボール等を通じて当院のスタッフだけでなく、他の病院のスタッフとも交流を図っています。

　今後も当院の基本理念である「和顔愛語」（和やかに相手の気持ちを思って話しかけること）を心掛けな

がらスタッフ一同頑張っていきたいと思います。
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リレーエッセイ １

　　「海外旅行」
介護老人保健施設　ほほえみの里きど　阿　部　郁　美　

私は幼少の頃から家族で海外旅行に行っていました。そのため海外に対してあまり抵抗感はなく、就
職した現在でも家族や友人と海外旅行に行っています。旅行先では文化の違いに衝撃を受けることもあ
ります。しかし日本では見られない素晴らしい自然や建造物、外国人である私達にも丁寧に接してくれ
る現地の方々の優しさに触れることができます。そして改めて日本の良さを実感できます。安全な地で
生活できることや待ってくれている家族や友人、楽しく仕事を継続できることなど、日本で日々生活し
ていて当たり前になっていることが、海外旅
行を経てそれらが幸せであるということを考
えさせられることが多くあります。

来年には日本でオリンピックが開催されま
す。今度は外国人の方々を迎える立場となり、
日本の文化を感じていただける機会にもなる
ので、私が旅行先で触れた優しさを忘れずに
快く迎える準備が必要だと思います。

次回はあがの市民病院の大関奏さんです。
宜しくお願いします。

リレーエッセイ ２

　　「私の好きなこと」
厚生連佐渡総合病院　理学療法士　山　本　恵　生　

私の好きなことは、お酒を飲むことです。職場の方々や、友人・知人とみんなでワイワイ楽しくお酒
を飲むことが好きです。職場内では、医師、看護師、事務員、放射線科、ソーシャルワーカーなど多職
種の方と飲み会をする機会があります。色々な方とコミュニケーションをとることができ普段話さない

ような方とも関わることができ楽しくて大好きです。その
飲み会のおかげで仕事で関わる時に話しやすくなり仕事が
しやすくなります。友人との飲み会も仕事以外の話など自
分の近況を報告したり他愛もない会話をして楽しくストレ
ス発散の場となっています。飲みすぎるのは良くないです
が、節度をもって楽しく飲み会に参加し仕事や日常生活を
楽しく送りたいと思います。

次回の担当は上越地域医療センター病院の理学療法士入
村隼平さんです。よろしくお願い致します。
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平成30年度 社会・職能局　地域包括ケアシステム推進部　事業報告
（地域ケア個別会議についての解説）

� 地域包括ケアシステム推進部　部　長　大　野　智　也
� 　副部長　棚　橋　　　泉
　会員の皆様におかれましては、日頃より県士会活
動にご協力賜り、心より感謝申し上げます。
　さて、平成29年度より新潟県のモデル事業として
県士会でも関わりを持ちながら開催しております、
「自立支援型地域ケア個別会議」につきまして、簡
単ではございますが、その仕組みと県下の状況につ
いてご報告させて頂きます。
　地域ケア会議は、各市町村における地域包括支援
センターにて、多職種協働で開催される、地域住民
の安心・安全とQOL向上を目指した個別ケースや地
域課題の検討を行う会議です。その中でも、「介護
予防に資する個別事例の検討」として位置づけられ
る会議が「自立支援型地域ケア個別会議」であり、
県はこの会議に理学療法士を含めた専門職６職種※

を助言者として組み入れ、より「自立支援」に即し
たケアプランの作成が進むよう、モデル事業を介し
て市町村へ働きかけを行っています。

　新潟県では、このケア会議にて事例の粗探しを行
うのではなく、自立支援に向けた建設的な助言を、
専門職の知識と経験を活かして行うよう推し進めて
います。
　現在、県理学療法士会では、県及び市町村より助
言者の選出依頼を頂いた場合、協会・県士会の主催
する地域包括リーダー研修の修了者で、関連研修会
に参加している方を推薦し、助言者をお願いしてお
ります。また、地域の理学療法士の先生方で、ケア
会議に興味関心のある方々には、積極的に会議の見
学をお願いしております。
　ケア会議に興味のある先生方は、県士会事務局ま
でお問い合わせ下さい。
　※件名：ケア会議見学希望　
　　mail：jimukyoku@nipta.jp
※６職種＝�理学、作業、言語聴覚士+薬剤師、管理栄養士、

歯科衛生士

新潟県リハビリテーション専門職協議会
としての「地域ケア個別会議」への取り組み

＜新潟県高齢福祉保健課との取り組み＞

• 介護予防推進リハビリテーション指導者育成研修への参加
平成 年、 年、 年、 年（医療・介護基金事業の実施）

• 介護予防市町村支援モデル事業（司会者、助言者の育成）
• 自立支援型「地域ケア個別会議」への参加
リハビリテーション専門職の派遣調整： 職種による専門職派遣

薬剤師、栄養士、歯科衛生士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士

・平成 年度末現在：新発田市、胎内市、十日町市、三条市、魚沼市

五泉市、村上市、弥彦村、阿賀町、小千谷市で開催

・地域ケア会議助言者のための手引き作成
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　去る２月９日、上越ブロックに日本理学療法士協
会の副会長森本榮氏をお迎えして、上越地域医療セ
ンター病院にて、管理者ネットワーク研修会を開催
しました。
　当日は、約20名の会員が参加し、森本副会長の講
義と、グループワークが行われました。
　講義では、森本副会長より、「組織」の持つ力と、「人
を育て、引き継ぎ、積み重ねていく」ことの重要性
について様々な角度よりお話を聞くことができ、私
自身納得の連続でした。「個人で偉業をなすことも
大切だが、人から人へ受け継がれ、積み重ねていけ
る層の厚みは、組織だからこそできること」という
言葉が印象的でした。
　また、グループワークでは、県士会会長・副会長
や理事の方々にファシリテーターとしてバックアッ
プしていただき、今後の活動の課題について、年代
を問わず、積極的で熱い討議ができました。思わず
笑いがこぼれるような場面もあり、まさに「全員参
加」ができた研修会だったと感じています。研修会
後の懇親会が大変盛況だったことは言うまでもあり
ません。
　近年、会員の増加に伴い、会員同士の結びつきや、
一人一人の会員が納得できる会の運営が困難になり
がちですが、協会では、県士会運営のブロック化と、

管理者ネットワークの充実により、会員同士顔の見
える関係づくりをし、一人一人が参加しやすい会の
運営を目指すよう、検討を重ねています。新潟県士
会でも、平成29年度より、県士会活動の重点項目の
一つとして、この点を掲げ、活動を展開しています。
　昨年末より、上越ブロックでは、管理者ネットワー
クを使って、ブロック内の会員との連絡を取り始め
ました。中・下越でも、同様の試みを進めています。
今のところ、所属施設を通してのネットワークです
が、会員全員との連絡が取れるようになり、迅速か
つ有用なネットワークとなるよう、今後も進めてい
きたいと考えております。活動の趣旨をご理解いた
だき、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

管理者ネットワーク研修会 in 上越　開催報告
上越ブロック長　山　本　典　子

　今年度当委員会はこれまでの６名に加え、桐山
（国立病院機構新潟病院）、松宮（岩室リハビリテー
ション病院訪問看護ステーション）、太田（上越地
域医療センター病院）の計９名で活動してまいりま
す。昨年度は県内の小児理学療法実施状況に関する
アンケート調査を行いました。会員の皆様には多く
のご協力をいただき誠にありがとうございました。
集計結果は県士会 HP（会員向けお知らせ 2019 年２
月１日分）でご覧いただけます。まだお手元にアン
ケート調査があり、今後提出可能な場合は、用紙と
一緒にお送りしました「障がい児・者支援委員会ア
ンケート用紙在中」シールが貼付された返信用の封
筒をご利用いただき、県士会事務所へ郵送をお願い
申し上げます。また昨年度は、このアンケート調査

結果を参考にしながら、県内の小児理学療法実施施
設をお伝えする目的で新潟県小児理学療法マップを
作成しました。こちらは県士会 HP の関連サイトリ
ンクからご確認いただけます。普段小児領域に従事
されない会員の皆様にも目を通していただけると光
栄です。尚、このマップは今後一定期間をおいて更
新していく予定です。今年度は８月に当委員会主催
の第１回小児理学療法研修会を開催予定です。テー
マは「新潟県における小児理学療法の現状について」
です。詳細は後日ご案内いたします。当委員会に対
するご意見、ご要望などがございましたら、昨年度
同様県士会 HP の問い合わせフォームへ当委員会宛
でいただきますよう宜しくお願い申し上げます。

障がい児・者支援委員長　剱　物　　　充

障がい児・者支援委員会よりお知らせ
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平成 31 年 3 月 20 日に、柏崎にて行われた全日本
ジュニア水球競技選手権大会のメディカルサポート
に参加してきました。

水球競技の観戦も、サポート活動も初めてだった
ので、選手の訴えにしっかりと対応できるか不安が
ありましたが、一緒に参加していた理学療法士の皆
様にアドバイス等頂きながら、有意義な活動が出来
ました。当日は選手を 8 人ほど対応させてもらい、
今自分が持っている理学療法の知識・技術でも、や
れることはたくさんあるということを実感できまし
た。

他の職場の理学療法士さんとも繋がりができ、学
ぶことも多く、水球のサポートに勇気を持って一歩
踏み出してみてよかったなと思いました。

朝から夜までの活動で、かなりハードな一日でし
たが、若さあふれる選手たちからたくさんの元気を
もらい、疲れはあまり感じませんでした。選手の活
躍を見て、自分も頑張ろうという気持ちになりまし
た。この感情が、理学療法士としてスポーツを支え
ることの醍醐味だなあと感じました。

普段は、僅かではありますが体操競技選手に対し
てサポート活動を行っています。夢は、体操競技の
試合でコンディショニングブースを出すことです。
今後も、様々なスポーツのメディカルサポートへ参
加し、自分の知識・技術・経験を積み重ねると共に、
スポーツ分野で活躍する理学療法士さんとの繋がり
を大切に、活動していきたいと思います。

新潟万代病院　礒　辺　純　代

【メディカルサポート　参加報告】

平成30年度
公益社団法人　新潟県理学療法士会

第６回理事会議事録
場　所：公益社団法人　新潟県理学療法士会事務局
日　時：平成31年３月３日（日）　10：00〜15：10
理事数：現在の理事数19名　　出席理事数18名
出席者： 佐藤成登志、中山裕子、深川新市、
　　　　五十嵐進、郷貴大、風間美子、堀川武範、
　　　　小林諭、上路拓美、大野智也、棚橋泉、
　　　　高鳥真、田中健、松林義人、立石学、
　　　　柳保、大島治、高井良明
欠席者：飯田晋　　相談役　小林量作
監事数：現在の監事数２名　　出席監事数２名
出席者：佐藤雅浩、太田智英
議　長：郷貴大
議題・報告事項
第１号議案　平成30年度各部１、２月期事業報告に

ついて
第２号議案　平成31年度各部事業計画案・予算案に

ついて
報告事項
①会長職務の執行状況報告

２月１日　３士会合同会議（士会事務所）
　　　16日　 第89回関東甲信越ブロック協議会士会

長会議・懇親会（東京）

　　　23日　 日本理学療法士協会臨時士会長会議
（東京・赤坂）

②副会長職務の執行状況報告
１月30日　 新潟県福祉保健課との６団体協議会事

前打ち合わせ会議出席 
　２月１日　 新潟県リハビリテーション専門職協議

会出席
③その他
１．理事会の議事の経過の要領及びその結果

⑴ 定足数の確認等
議長は理事・監事の２分の１以上の出席のた

め本会議の成立を宣した。
⑵ 議案の審議状況及び議決の結果等

１．第１号議案：平成30年度各部１、２月期事業報
告に承認を求める件について

　　会長より本件に関わる説明がなされ、引き続き
各部局ごとに平成30年度１、２月期事業報告の説
明があった。

　　議長は議場にこれを諮ったところ、出席理事全
員一致の賛成をもって議決された。
① 総務部より総会委任状について電子媒体も可能

との県よりの回答があったと報告された。
② 生涯学習部より研修会の報告と協会主催の臨床

実習指導者中央講習会の参加者を決定したとの
報告があった。今年度と来年度で20名のファシ
リテーターを養成する。

――――――――― 学会・研修会参加記 ―――――――――
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③ 渉外部より連盟事業の報告で田中まさし応援
カードの提出状況（達成率36.2％）が報告され
た。

④ 上越ブロックより管理者ネットワーク研修会お
よび懇親会の開催
日時：平成31年２月９日（土）13：30〜17：00
会場：上越地域医療センター病院
講師： 日本理学療法士協会副会長　森本　榮　先生
についての報告があった。

⑤ 中越ブロックより中越ブロック研修会の開催
日時：平成31年２月９日、10日
会場：晴陵リハビリテーション学院
講師：鈴木　俊明　先生
についての報告があった。

⑥ 下越ブロックより地域包括ケアシステム推進部
交流会
日時：平成31年２月25日（月）18：00〜20：15
場所：押木内科神経内科医院
についての報告があった。

⑦ 会長より2021年からの新生涯学習システムは３
月の協会理事会で決定の見通し。建設予定の日
本理学療法士協会会館は六本木に2020年２月に
完成予定。以上の報告があった。

１．第２号議案：平成31年度各部事業計画案・予算
案に承認を求める件について

　　会長より本件に関わる説明がなされ、引き続き
各部局ごとに平成31年度事業計画案の説明があっ
た。財務部長の堀川氏より平成31年度予算案の説
明がなされた。議長は議場にこれを諮ったところ、
出席理事全員一致の賛成をもって議決された。

１．報告事項 
①会長より職務執行状況の報告があった。
② 会長より管理者ネットワークの構築が最重要目

標との話があった。
③ 佐渡でweb会議を行う。総会から施行する。理

事会もweb会議を活用できないか検討。
④ 地域包括ケア推進部より地域包括個別ケア会議

は20市町村で行っていく可能性があるとの報告
があった。

⑤ 公益事業部より来年度の高校生見学については
PT、OT、ST士会はこの事業を一緒に行わな
いとの報告があった。

⑥ 上・中越で新人研修会と管理者ネットワーク研
修会を７月７日に一緒に行うことが報告された。

⑦ リハビリテーション専門職学術大会　テーマ
「連携から連動へ」特別講演：新潟県保健福祉
部副部長　山崎理氏とし、シンポジウムのテー
マは「個別ケア会議」　学術誌はペーパーレス、

ポスターは当番士会が作成する。以上が報告さ
れた。

⑧ 倫理委員会より会員による不祥事は盗撮、カル
テの虚偽記載などがある。ポスターやDVDを
使って啓発していく。

⑨ 障がい児・者支援委員会より第１回新潟県小児
理学療法研修会は講習会として登録され、講師
にはポイントがつくことが報告された。

１．検討事項
① 次年度より総会の委任状は紙と電子媒体両方使

用可能とする。但し本人確認をするため電子媒
体の場合は各個人が事務局にメールすること。
総会案内とホームページに於いてその旨広報す
ること。書式フォーマットをホームページに掲
載する。理事会は承認した。

② ホームページに求人情報を掲載する。広告主は
会員、会員外を問わずに掲載。金額はゆきわり
草掲載と同額とする。県士会での仲介はしない
と明言する。理事会は承認した。

③ 臨床実習指導者講習会は講習会費用は無料、旅
費は自己負担、講師、スタッフの費用について
来年度は県士会が支出する。但しできるだけス
タッフの費用が掛からないように養成校の職員
を中心とする。参加者は県士会会員のみ。2020
年までに養成校で協議会を作り今後の対応を検
討する。公文書が必要といわれた施設へは、県
士会が公文書を発行する。理事会は承認した。

④ webでの研修会についてskypeでは限界がある。
年会費３万円程度でネットワーク環境を整えれ
ば音声や会議に参加することも可能、パワーポ
イントも使えるシステムがある。総務部の通信
予算を使い整備する。理事会は承認した。

⑤ 関東甲信越ブロック学会の準備を来年度より開
始する。50周年記念式典、懇親会を学会と同一
日にするかどうか今後検討。理事会は承認した。

⑥ 50周年記念式典用に積み立てていた貯金が一般
会計に入っているため、50周年事業費に移して
使用目的を明確にする。理事会は承認した。

　上記の決議を明確にする為、出席した代表理事お
よび監事は記名押印する。

平成31年３月３日
公益社団法人　新潟県理学療法士会

第６回理事会において
会長　佐藤成登志
監事　太田　智英

佐藤　雅浩
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学術局生涯学習部だより
学術局長　髙　鳥　　　真

生涯学習部長　田　中　　　健

会員の皆様には平素より学会・研修会の活動にご
理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

平成も終わり新元号「令和」が少し馴染んできた
ころでしょうか。と同時にこの春、新たに入会され
た方々も日々の業務に慣れ、緊張が解れてきたころ
でしょうか。新人教育プログラムの進行状況は如何

でしょうか。新人教育プログラムについては、漏れ
なく受講することで年度内に修了する（最短１年）
ことが可能です。

さて、下記のごとく第１回新潟県リハビリテーショ
ン専門職学術大会開催に向けて委員一同鋭意準備
を進めているところです。どうぞお楽しみに！

■会　　　期：2019年12月14日（土）・15日（日）
■会　　　場：朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター
■学会テーマ：「連携」から「連動」へ
■大　会　長：佐藤成登志　（新潟県理学療法士会会長）
■準備委員長：髙鳥　真（新潟県理学療法士会）
■準 備 委 員： 中山裕子（新潟県理学療法士会）　児玉信夫（新潟県作業療法士会）

門脇　高（新潟県作業療法士会）　堂井真理（新潟県言語聴覚士会）
遠藤直人（新潟県言語聴覚士会）　小林　航（新潟県言語聴覚士会）

■主なプログラム： 特別講演、シンポジウム、セミナー、一般演題発表、新人研修、機器展示など

新生涯学習システムについて
　過日よりご案内させていただいています日本理学療法士協会の新生涯学習システムは、2021年４月から実
施になります。新プロ未修了会員は、2020年度末までに、新人教育プログラムを修了して下さい。新プロを
修了することで、新制度にスムーズに移行できます。マイページでポイントを確認し、県士会研修会や協会
eラーニングを受講して下さい。
　今後、協会から詳しい制度の概要など説明があります。協会、県士会からの郵送物を十分ご確認いただ
き、各自マイページで現在の生涯学習の履修状況を把握して下さい。

県士会主催研修会今後の予定

研修会 テーマ/講　師 日　程 会　場

７月

新人研修会
下越ブロック

新プロＡ１～ 5・協会指定管理者研修（初級）
講師：理事他 調整中 新潟医療福祉大学

新人研修会
上中越ブロック

新プロＡ１～ 5・協会指定管理者研修（初級）
講師：理事他 7月7日 晴陵リハビリテー

ション学院

理学療法士講習
会応用編①

理学療法における筋骨格系の超音波画像評価
講師：中村雅俊先生・中村絵美先生（新潟医療福祉
大学）

7月27・28日
二日間開催 新潟医療福祉大学

８月 スポーツ支援部
スポーツ現場で理学療法士に必要な知識と技術（緊
急時対応編）
講師：伊藤渉先生（新潟医療福祉大学）

8月18日 新潟医療福祉大学

９月

臨床実習指導者
講習会 臨床実習指導者講習　講師：理事他 9月21・22日

二日間開催
晴陵リハビリテー
ション学院

理学療法士講習
会基本編①

「股関節疾患に対する動作解析入門－表面筋電図・
加速度計を用いた評価－」
講師：加藤浩先生（九州看護福祉大学）

9月14・15日
二日間開催

看護リハビリ新潟
保健医療専門学校
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詳細につきましては、県士会HPをご確認ください。

☆研修会ポイント認定について
遅刻や早退はポイント認定にならない場合がありますのでご注意ください。

☆研修会申込み後のキャンセルについて
ご注意ください！　研修会申込み後のキャンセルについては返金ができません。
原則として参加承認後のキャンセルに伴う返金は出来ません。また、参加費の支払いをせずに欠

席された場合でもご入金頂く場合がございます。あらかじめご了承ください。 
　お申し込みに際しては、よく検討した上でお申し込みくださいますようお願い致します。また、止むを得
ず欠席の場合は、キャンセル用アドレスからご連絡頂きますと幸いに存じます。 ご理解とご協力をお願い
致します。

キャンセル専用アドレス：pt.gakujutu@gmail.com

○研修会DVDの貸出しについて
木戸病院　　江川　真司　　E-mail：rehabilitation@kido-hp.com

○生涯学習（研修会･ポイント）関連のお問い合わせ
桑名病院　　田中　　健　　E-mail：ken-pt@mail.goo.ne.jp

○学術誌関連のお問い合わせ
新潟リハビリテーション病院　　立石　　学　　E-mail：nirehp.m-tateishi@aiko.or.jp

○学術局全体のお問い合わせ
晴陵リハビリテーション学院　　髙鳥　　真　　E-mail：takatori@seiryou-reha.ac.jp

研修会 テーマ/講　師 日　程 会　場

10月 理学療法士講習
会基本編②

「介護予防としてのロコモ対策，フレイル対策の実際
　～地域包括ケア活動マニュアルの活用～」　
講師：小林量作先生（新潟医療福祉大学）／
　　　高野義隆先生（新潟リハビリテーション病院）

10月20日 新潟市内予定

11月 理学療法士講習
会応用編②

「非特異的腰痛に対する理学療法の理論と実際」
講師：佐藤成登志先生・神田賢先生（新潟医療福祉
大学）

11月予定
二日間開催 新潟医療福祉大学

12月 第1回新潟県リハビリ
テーション専門職学会

テーマ：「連携」から「連動」へ
大会長：佐藤成登志

12月14・15日
二日間開催 朱鷺メッセ

2020年
1月 第107回研修会 調整中 調整中 調整中

２月

理学療法士
講習会応用編③

循環器理学療法～心電図の診方～
講師：椿淳裕先生（新潟医療福祉大学）

２月１・２日
二日間開催 新潟市内予定

臨床実習指導者
講習会 臨床実習指導者講習　講師：理事他 ２月15・16日

二日間開催
看護リハビリ新潟
保健医療専門学校

３月 理学療法士
講習会応用編④

「徒手的理学療法－骨盤帯・下肢の評価治療とクリ
ニカルリーズニング－」
講師：藤縄理先生（福井医療大学）/荒木茂先生（石
川県立いしかわ特別支援学校自立活動部）

３月７・８日
二日間開催 新潟労災病院
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事務局ニュース
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２　他士会関係
①ニュース（他県士会）

北 海 道　No.216

熊 本 県　第129号

岐 阜 県　No.127 No.128

大 阪 府　第272号

大 分 県　No.118

秋 田 県　第187号

愛 知 県　No.192

滋 賀 県　No.212

兵 庫 県　No.179

東 京 都　No.209

群 馬 県　No.137

茨 城 県　No.163

静 岡 県　No.172

宮 崎 県　第15号

山 梨 県　No.153

鹿児島県　No.79

和歌山県　No.86

②学術誌・学会誌

愛知県理学療法学会誌

理学療法兵庫NO.24

理学療法―技術と研究―（神奈川県士会）

新潟県作業療法士会学術誌 第13巻 2019年号

第32回鹿児島県理学療法士学会 学会プログラム・

抄録集

理学療法学VOL.46，No.1 2019

第36回神奈川県理学療法士学会 プログラム集

理学療法の科学と研究 2019, Vol.10 No.1（千葉県士

会）

③その他

ふれ愛にいがた16号︵福︶新潟県身体障害者団体連合

会

老健にいがた第45号

next STage　第71号︵一社︶新潟県言語聴覚士会

JPTANEWS No.317

医学中央雑誌収載誌目録2019

栄養新潟‘19 vol.51

３　 異動・休会・復会・退会の手続きについて
　異動（休退会含む）が生じ次第、速やかに協会マ

イページより、変更手続きをお願い致します。

休退会、転出については、年会費の未納がある場

合はお手続きが出来ません。納入確認後にお手続き

をお願いします。※マイページID、パスワード紛

失の場合は日本理学療法士会TEL：03︲6804︲1421

へお問合せ下さい。

＜自宅会員へのお願い＞

　現在、施設に所属していて自宅会員で申請してい

る方へお願いです。

　所属施設でまとめて郵送物を受け取れますよう自

宅から施設への変更手続きを協会マイページよりお

願い致します。

［問い合わせ］

〒950-0912　新潟市中央区南笹口１丁目１番38号

コープオリンピア笹口303号

公益社団法人　新潟県理学療法士会　事務局　宛

　TEL：025－250－7660　FAX：025－250－7661

　（電話対応は月曜～金曜の９：00 ～ 16：00）

E-mail：jimukyoku@nipta.jp
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　「平成」が終わり、新元号「令和」の時代がは
じまりました。私の勤務先では、「西暦？」「和
暦？」どちらで統一しようかという議論がなされ
ています。グローバル化という視点では西暦を使
用するのでしょうか。個人的には、日本の文化を
継承したい気持ちから和暦がいいのかと感じてい
ます。令和の時代、どのような将来が待ち受けて
いるのか期待が膨らみますね。 （Y）

編集後記

メールマガジン（メルマガ）への登録をお願いします。

　当会では、会員への迅速な情報発信と、ペーパーレス化の実現に向けて、情報をメルマガに移行し

ていきます。

ホームページ右下の「メルマガ登録」をクリックしていただき、氏名・会員番号・メールアドレス

を入力していただくだけで、とても簡単にできます。メルマガは会員に限定した情報を発信するた

め、入力の際はお間違えのないようにお願いいたします。

　（※会員であることが認証できない場合は、メルマガの配信を停止いたします。）

　ご協力をお願いします。 ホームページ：http://nipta.or.jp

ゆきわり草　No.187

編集責任者　松　林　義　人

問い合せ先　新潟リハビリテーション大学
〒958-0053　村上市上の山2−16
TEL（0254）56−8292
FAX（0254）56−8291
E-mail：matsubayashi@nur.ac.jp
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